
凡例 

１．人名の敬称は，省略する。 

２．文献の出典は『  』で示す。文献以外の出典は「  」で示す。 

３．引用文献の内容は「  」及び改行で示す。引用文献の内容を改行で示す場合は，行間

を狭めて示す。 

４．引用・参考文献及び資料については，脚注において，著者・発行年・文献名・出版社・

頁数を明記し，ウェブページにおいてはその URL も明記する。さらに章末に一括して

五十音順に記載する。 

５．ウェブページの最終閲覧日は，特記のないかぎり，全て 2020 年 12 月 10 日とする。 

６．章ごとに脚注の番号を付す。 

７．全体を通して図・表の番号を付す。 

８．意味を補足する必要のある語句は，語句の後に（  ）を用いて補足する。 

９．年の表記は，原則として西暦を使用する。 
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